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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月23日(2015.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い表示結果を導出表示する可変表示手段に特定表示結果が導出表示された
ときに遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段からの情報にもとづいて前記可変表示手段を含む演出装置を制御する
演出制御手段とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　未だ開始されない可変表示を、保留記憶として記憶する保留記憶手段と、
　可変表示を開始するときに、保留記憶に対応する可変表示を所定の状態とするか否かを
決定する開始時状態決定手段と、
　前記開始時状態決定手段の決定より前に保留記憶に対応する可変表示が前記所定の状態
となるか否かを判定する状態判定手段と、
　保留記憶が増加したときに保留記憶情報を送信する保留記憶情報送信手段と、
　前記状態判定手段の判定結果を示す状態判定結果情報を送信する状態判定結果情報送信
手段と、
　前記開始時状態決定手段の決定結果を示す開始時決定結果情報を送信する開始時決定結
果情報送信手段と、を含み、
　前記演出制御手段は、
　前記状態判定結果情報にもとづいて、前記所定の状態となる可能性があることを予告す
る予告演出を、保留記憶に対応する可変表示が行われる前に実行する予告演出実行手段と
、
　前記状態判定結果情報に矛盾が生じている場合に、当該状態判定結果情報にもとづいて
決定される前記予告演出の実行を制限する予告演出制限手段と、
　前記開始時決定結果情報にもとづいて、可変表示を実行する可変表示実行手段と、を含
み、
　前記予告演出実行手段は、
　前記予告演出として、第１予告演出と、該第１予告演出よりも前記所定の状態となる可
能性が高いことを予告する第２予告演出とを実行可能であり、
　前記第１予告演出を実行した後に前記第２予告演出を実行可能である
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　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、可変表示を行い表示結果を導出表示する可変表示手段に特定表示結果が導出
表示されたときに遊技者にとって有利な有利状態に制御可能なパチンコ遊技機等の遊技機
に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　そこで、本発明は、保留記憶に対応する可変表示が行われる前に予告演出を実行可能な
遊技機において、予告演出の信頼性が低下することを防止することができる遊技機を提供
することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
（手段１）本発明による遊技機は、可変表示を行い表示結果を導出表示する可変表示手段
（例えば、第１特別図柄表示器８ａ、第１特別図柄表示器８ｂ、演出表示装置９）に特定
表示結果（例えば大当り図柄）が導出表示されたときに遊技者にとって有利な有利状態（
例えば大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、遊技の進行を制御する遊技制御手
段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０）と、遊技制御手段からの情報（例
えば演出制御コマンド）にもとづいて可変表示手段を含む演出装置（例えば、スピーカ２
７、ランプ・ＬＥＤ等）を制御する演出制御手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００）とを備え、遊技制御手段は、未だ開始されない可変表示を、保留記憶として
記憶する保留記憶手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステッ
プＳ２１５，Ｓ２２５のうち乱数を保留記憶バッファに保存する処理を実行する部分）と
、可変表示を開始するときに、保留記憶に対応する可変表示を所定の状態とするか否かを
決定する開始時状態決定手段と、開始時状態決定手段の決定より前に保留記憶に対応する
可変表示が所定の状態（例えば、大当りか否か、小当りか否か、大当り種別、スーパーリ
ーチを伴う変動）となるか否かを判定する状態判定手段（例えば、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０におけるステップＳ２１６Ａ，Ｓ２１６Ｂ，Ｓ２１６Ｄ，Ｓ２１６Ｅ，
Ｓ２１６Ｈ，Ｓ２１６Ｉ、およびステップＳ２２６Ａ，Ｓ２２６Ｂ，Ｓ２２６Ｄ，Ｓ２２
６Ｅ，Ｓ２２６Ｈ，Ｓ２２６Ｉを実行する部分）と、保留記憶が増加したときに保留記憶
情報（例えば、第１始動入賞指定コマンド、第２始動入賞指定コマンド、合算保留記憶数
指定コマンド）を送信する保留記憶情報送信手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０におけるステップＳ２１７，Ｓ２１９，Ｓ２２７，Ｓ２２９を実行する部分）
と、状態判定手段の判定結果を示す状態判定結果情報（例えば、入賞時演出図柄指定コマ
ンド、入賞時演出指定コマンド）を送信する状態判定結果情報送信手段（例えば、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２１６Ｃ，Ｓ２１６Ｆ，Ｓ２１６Ｇ
，Ｓ２１６Ｊ，Ｓ２１６Ｋ、およびステップＳ２２６Ｃ，Ｓ２２６Ｆ，Ｓ２２６Ｇ，Ｓ２
２６Ｊ，Ｓ２２６Ｋを実行する部分）と、開始時状態決定手段の決定結果を示す開始時決
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定結果情報を送信する開始時決定結果情報送信手段と、を含み、演出制御手段は、状態判
定結果情報にもとづいて、所定の状態となる可能性があることを予告する予告演出（例え
ば、図４０、図４１参照）を、保留記憶に対応する可変表示が行われる前に実行する予告
演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８４
５Ａ～Ｓ８４５Ｃを実行する部分）と、状態判定結果情報に矛盾が生じている場合に（例
えば、入賞時演出図柄指定コマンドで「はずれ」が指定され、入賞時演出指定コマンドで
「大当りのときのスーパーリーチ」が指定されているような場合）、当該状態判定結果情
報にもとづいて決定される予告演出の実行を制限する予告演出制限手段（例えば、演出制
御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１００３のＮのときにステップＳ１
００７を実行し、予告演出設定処理の先頭の処理（ステップＳ１０００）にて予告演出制
限フラグがセットされているか否かを判定する処理を実行する部分、または、ステップＳ
１０１３のＮのときにステップＳ１００７を実行し、演出図柄変動中処理において予告演
出制限フラグがセットされている場合は予告演出を実行しない部分）と、開始時決定結果
情報にもとづいて、可変表示を実行する可変表示実行手段と、を含み、予告演出実行手段
は、予告演出として、第１予告演出と、該第１予告演出よりも所定の状態となる可能性が
高いことを予告する第２予告演出とを実行可能であり、第１予告演出を実行した後に第２
予告演出を実行可能であることを特徴とする。そのような構成によれば、状態判定結果情
報に矛盾が生じている場合は予告演出の実行を制限するので、可変表示を行う前に実行可
能な予告演出の信頼性が低下することを防止することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
（手段２）手段１において、予告演出制限手段は、正規の順序で状態判定結果情報を受信
することができなかった場合も（例えば、入賞時演出図柄指定コマンドの後に入賞時演出
指定コマンドを受信することができなかった場合）、予告演出の実行を制限する（例えば
、ステップＳ１００３において正規の順序でコマンドを受信できなかった場合もコマンド
の不整合であると判定する）ように構成されていてもよい。そのような構成によれば、コ
マンド化け等によって偶然に正規の内容の状態判定結果情報を受信した場合であっても、
矛盾が生じているものとして予告演出の実行を制限するので、可変表示を行う前に実行可
能な予告演出の信頼性が低下することを防止することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
（手段３）手段１または手段２において、予告演出制限手段は、一の保留記憶にもとづい
て送信された状態判定結果情報に矛盾が生じている場合（例えば、ステップＳ１００３の
Ｎ）、一の保留記憶にもとづく可変表示の実行まで予告演出の実行を制限する（例えば、
ステップＳ１００８にてコマンド未受信が生じたときの合算保留記憶数の値を制限期間カ
ウンタにセットし、ステップＳ８２０Ｂ，Ｓ８２０Ｃにて変動の開始時に制限期間カウン
タの値を減算し、制限期間カウンタの値が０になると予告演出制限フラグをリセットする
：なお、一の保留記憶にもとづく可変表示が終了するまで予告演出の実行を制限するよう
にしてもよい。）ように構成されていてもよい。そのような構成によれば、予告演出の整
合がとれなくなることを防止することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
（手段５）手段１から手段４のうちのいずれかにおいて、予告演出制限手段は、一の保留
記憶にもとづいて送信された状態判定結果情報の一部（例えば、入賞時演出図柄指定コマ
ンドまたは入賞時演出指定コマンドのいずれか）を正常に受信することができなかった場
合、一の保留記憶にもとづく可変表示が開始されるまで予告演出の実行を制限し（例えば
、ステップＳ１００８にてコマンド未受信が生じたときの合算保留記憶数の値を制限期間
カウンタにセットし、ステップＳ８２０Ｂ，Ｓ８２０Ｃにて変動の開始時に制限期間カウ
ンタの値を減算し、制限期間カウンタの値が０になると予告演出制限フラグをリセットす
る）、予告演出実行手段は、予告演出の実行が制限されている期間が経過した後に、予告
演出の実行が制限されている期間において受信した保留記憶情報および状態判定結果情報
にもとづいて予告演出を実行可能である（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０における図４７のステップＳ１００６を実行し、ステップＳ８２０Ｃにて予告演出制限
フラグがリセットされた場合、ステップＳ８４５Ｃを実行する）ように構成されていても
よい。そのような構成によれば、予告演出の実行頻度を向上させることができ、遊技の興
趣を向上させることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
（手段６）手段１から手段４のうちのいずれかにおいて、予告演出制限手段は、一の保留
記憶にもとづいて送信された状態判定結果情報の一部（例えば、入賞時演出図柄指定コマ
ンドまたは入賞時演出指定コマンドのいずれか）を正常に受信することができなかった場
合、一の保留記憶にもとづく可変表示が開始されるまで予告演出の実行を制限し（例えば
、ステップＳ１００８にてコマンド未受信が生じたときの合算保留記憶数の値を制限期間
カウンタにセットし、ステップＳ８２０Ｂ，Ｓ８２０Ｃにて変動の開始時に制限期間カウ
ンタの値を減算し、制限期間カウンタの値が０になると予告演出制限フラグをリセットす
る）、予告演出実行手段は、予告演出の実行が制限されている期間が経過した後に受信し
た保留記憶情報および状態判定結果情報にもとづいて予告演出を実行可能である（例えば
、ステップＳ１０００で予告演出制限フラグがセットされていると判定した場合は、ステ
ップＳ１００６の予告演出を決定する処理を実行せず、予告演出制限フラグがリセットさ
れた後にステップＳ１００６の処理を実行し、ステップＳ１００６の処理にて決定した予
告演出をステップＳ８４５Ｃで実行する）ように構成されていてもよい。そのような構成
によれば、処理負担やプログラム容量が増大することを防止することができる。
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